
(57)【要約】

【課題】本発明の課題は、受信アンプの飽和の制約が軽

減され１段の増幅器で必要な信号振幅まで増幅すること

ができ、ハイパスフィルタが不要になり、安価で小規模

な回路構成で実現できる超音波診断装置を提供すること

にある。

【解決手段】本発明は、超音波振動子より基本波帯域で

音波を被検体に送波し、前記被検体で発生するハーモニ

ック信号を超音波振動子で受信し、受信したハーモニッ

ク信号をインダクタよりなる並列共振回路を介し、増幅

器で増幅して超音波断層画像を表示する超音波診断装置

において、前記並列共振回路用のインダクタの一部にコ

ンデンサを接続して基本波成分低減フィルタを構成する

ことを特徴とするものである。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 振 動 子 よ り 基 本 波 帯 域 で 音 波 を 被 検 体 に 送 波 し 、 前 記 被 検 体 で 発 生 す る ハ ー モ ニ
ッ ク 信 号 を 超 音 波 振 動 子 で 受 信 し 、 受 信 し た ハ ー モ ニ ッ ク 信 号 を イ ン ダ ク タ よ り な る 並 列
共 振 回 路 を 介 し 、 増 幅 器 で 増 幅 し て 超 音 波 断 層 画 像 を 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 並 列 共 振 回 路 用 の イ ン ダ ク タ の 一 部 に コ ン デ ン サ を 接 続 し て 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル
タ を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ を 構 成 す る コ ン デ ン サ の 容 量 値 を 可 変 で き る よ う に 構 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ を 構 成 す る イ ン ダ ク タ の イ ン ダ ク タ ン ス 値 を 可 変 で き る よ う に
構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 超 音 波 振 動 子 よ り 基 本 波 帯 域 で 音 波 を 被 検 体 に 送 波 し 、 前 記 被 検 体 で 発 生 す る ハ ー モ ニ
ッ ク 信 号 を 超 音 波 振 動 子 で 受 信 し 、 受 信 し た ハ ー モ ニ ッ ク 信 号 を イ ン ダ ク タ よ り な る 並 列
共 振 回 路 を 介 し て 出 力 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て 、
　 前 記 並 列 共 振 回 路 用 の イ ン ダ ク タ の 一 部 に コ ン デ ン サ を 接 続 し て 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル
タ を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ を 構 成 す る コ ン デ ン サ の 容 量 値 を 可 変 で き る よ う に 構 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ を 構 成 す る イ ン ダ ク タ の イ ン ダ ク タ ン ス 値 を 可 変 で き る よ う に
構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 よ り 基 本 波 帯 域 で 音 波 を 被 検 体 に 送 波 し 、 前 記 被 検 体 で 発 生 す
る ハ ー モ ニ ッ ク 信 号 を 超 音 波 振 動 子 で 受 信 し 、 受 信 し た ハ ー モ ニ ッ ク 信 号 を イ ン ダ ク タ よ
り な る 並 列 共 振 回 路 を 介 し 、 増 幅 器 で 増 幅 し て 超 音 波 断 層 画 像 を 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置
及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ３ （ ａ ） は 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 受 信 回 路 を 示 す 構 成 説 明 図 で あ る 。 す な わ ち 、 超
音 波 振 動 子 １ １ よ り 基 本 波 帯 域 で 音 波 を 被 検 体 に 送 波 し 、 前 記 被 検 体 で 発 生 す る ハ ー モ ニ
ッ ク 信 号 を 超 音 波 振 動 子 １ １ で 受 信 す る 。 超 音 波 振 動 子 １ １ で 受 信 し た ハ ー モ ニ ッ ク 信 号
は 、 受 信 信 号 伝 送 線 路 １ ２ の ケ ー ブ ル 容 量 Ｃ １ お よ び パ タ ー ン 容 量 Ｃ ２ 等 の 容 量 成 分 を 補
償 す る 並 列 チ ュ ー ニ ン グ 回 路 １ ３ を 介 し て 後 、 第 １ の 受 信 ア ン プ １ ４ で 増 幅 し 、 ハ イ パ ス
フ ィ ル タ １ ５ で 基 本 波 成 分 を 除 去 し た 後 、 第 ２ の 受 信 ア ン プ １ ６ で 増 幅 し て 超 音 波 断 層 画
像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 送 信 信 号 の ほ ぼ ２ 倍 の 周 波 数 で あ る ハ ー モ ニ ッ ク 成 分 の 受 信 信 号 で 、 超 音 波 断 層
画 像 を 構 成 す る 手 法 が 用 い ら れ る よ う に な っ た 。 受 信 信 号 の ハ ー モ ニ ッ ク 成 分 は 、 基 本 波
成 分 （ 送 信 信 号 と ほ ぼ 同 じ 周 波 数 ） に 比 べ 、 信 号 振 幅 が 小 さ く 、 例 え ば 、 基 本 波 成 分 に 比
べ － １ ０ ｄ Ｂ 程 度 で あ る 。 そ の た め 、 ハ ー モ ニ ッ ク 成 分 と 基 本 波 成 分 が 混 在 し た 受 信 信 号
を 増 幅 す る と 、 必 要 な ハ ー モ ニ ッ ク 成 分 を 得 る 前 に 、 基 本 波 成 分 の た め に 、 受 信 ア ン プ が
飽 和 し て い た 。 そ こ で 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う な 受 信 回 路 で は 、 第 １ の 受 信 ア ン プ １ ４ と
第 ２ の 受 信 ア ン プ １ ６ の ２ 段 構 成 と し 、 第 １ の 受 信 ア ン プ １ ４ で 、 受 信 信 号 に 基 本 波 成 分
が 混 在 し て い て も 、 飽 和 し な い レ ベ ル ま で 増 幅 し 、 第 ２ の 受 信 ア ン プ １ ６ の 前 に 基 本 波 成
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分 を 除 去 す る ハ イ パ ス フ ィ ル タ １ ５ を 設 け 、 第 ２ の 受 信 ア ン プ １ ６ で ハ ー モ ニ ッ ク 成 分 の
み を 必 要 な 信 号 レ ベ ル ま で 増 幅 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ３ （ ｂ ） は 図 ３ （ ａ ） の 並 列 チ ュ ー ニ ン グ 回 路 １ ３ の 具 体 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 す
な わ ち 、 受 信 信 号 伝 送 線 路 １ ２ に は 第 １ の イ ン ダ ク タ Ｌ １ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 第 １ の イ ン
ダ ク タ Ｌ １ の 他 端 は 接 地 さ れ る 。 ま た 、 前 記 受 信 信 号 伝 送 線 路 １ ２ に は 第 ２ の イ ン ダ ク タ
Ｌ ２ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 第 ２ の イ ン ダ ク タ Ｌ ２ の 他 端 は 第 １ の ス イ ッ チ １ ７ を 介 し て 接 地
さ れ る 。 さ ら に 、 前 記 受 信 信 号 伝 送 線 路 １ ２ に は 第 ３ の イ ン ダ ク タ Ｌ ３ の 一 端 が 接 続 さ れ
、 第 ３ の イ ン ダ ク タ Ｌ ３ の 他 端 は 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ を 介 し て 接 地 さ れ る 。 し か し て 、 受
信 信 号 伝 送 線 路 １ ２ の ケ ー ブ ル 容 量 Ｃ １ お よ び パ タ ー ン 容 量 Ｃ ２ 等 の 容 量 成 分 値 に 合 っ た
補 償 を す る よ う に 並 列 チ ュ ー ニ ン グ 回 路 の 第 １ の ス イ ッ チ １ ７ お よ び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８
を 選 択 的 に 切 換 え て 並 列 イ ン ダ ク タ を 選 択 し て 、 受 信 信 号 の 損 失 を 軽 減 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ８ ８ ０ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 受 信 ア ン プ が ２ 段 必 要 で あ る ば か り で な く 、 ハ イ パ ス フ ィ
ル タ が 必 要 で あ り 、 受 信 回 路 規 模 を 増 大 さ せ 、 高 価 な 超 音 波 診 断 装 置 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 並 列 チ ュ ー ニ ン グ 回 路 用 の イ ン ダ ク タ の
一 部 に コ ン デ ン サ を 接 続 し て 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ を 構 成 す る こ と に よ り 、 受 信 ア ン プ
の 飽 和 の 制 約 が 軽 減 さ れ １ 段 の 増 幅 器 で 必 要 な 信 号 振 幅 ま で 増 幅 す る こ と が で き 、 ハ イ パ
ス フ ィ ル タ が 不 要 に な り 、 安 価 で 小 規 模 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る 超 音 波 診 断 装 置 及 び 超 音
波 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 よ り 基 本 波 帯 域 で 音 波 を 被 検 体 に 送
波 し 、 前 記 被 検 体 で 発 生 す る ハ ー モ ニ ッ ク 信 号 を 超 音 波 振 動 子 で 受 信 し 、 受 信 し た ハ ー モ
ニ ッ ク 信 号 を イ ン ダ ク タ よ り な る 並 列 共 振 回 路 を 介 し 、 増 幅 器 で 増 幅 し て 超 音 波 断 層 画 像
を 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 並 列 共 振 回 路 用 の イ ン ダ ク タ の 一 部 に コ ン デ ン
サ を 接 続 し て 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 よ り 基 本 波 帯 域 で 音 波 を 被 検 体 に 送 波 し 、 前 記 被 検 体 で 発
生 す る ハ ー モ ニ ッ ク 信 号 を 超 音 波 振 動 子 で 受 信 し 、 受 信 し た ハ ー モ ニ ッ ク 信 号 を イ ン ダ ク
タ よ り な る 並 列 共 振 回 路 を 介 し 、 増 幅 器 で 増 幅 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て 、 前 記 並 列 共
振 回 路 用 の イ ン ダ ク タ の 一 部 に コ ン デ ン サ を 接 続 し て 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ を 構 成 す る
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 並 列 チ ュ ー ニ ン グ 回 路 用 の イ ン ダ ク タ
の 一 部 に コ ン デ ン サ を 接 続 し て 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ を 構 成 す る こ と に よ り 、 受 信 ア ン
プ の 飽 和 の 制 約 が 軽 減 さ れ １ 段 の 増 幅 器 で 必 要 な 信 号 振 幅 ま で 増 幅 す る こ と が で き 、 且 つ
ハ イ パ ス フ ィ ル タ が 不 要 に な り 、 ハ ー モ ニ ッ ク イ メ ー ジ ン グ に 対 応 し た 超 音 波 診 断 装 置 が
、 安 価 で 小 規 模 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 説 明 図 で あ る 。 す な わ ち 、
超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 動 作 タ イ ミ ン グ を 決 め る 基 準 ク ロ ッ ク 発 生 器 ３ １ か ら 発 生 さ れ た 信
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号 と 、 操 作 パ ネ ル 等 で 設 定 さ れ た 条 件 で シ ス テ ム を 制 御 す る シ ス テ ム 制 御 部 ３ ２ か ら の 信
号 は 送 信 遅 延 回 路 ３ ３ に 出 力 さ れ る 。 前 記 送 信 遅 延 回 路 ３ ３ で は 基 準 ク ロ ッ ク 発 生 器 ３ １
か ら 入 力 さ れ た 信 号 と シ ス テ ム 制 御 部 ３ ２ か ら 入 力 さ れ た 信 号 か ら 、 送 信 部 に よ り 超 音 波
の 送 信 ビ ー ム 形 状 を 形 成 す る 為 に 基 本 波 信 号 帯 域 を 有 し た 信 号 に そ れ ぞ れ 異 な っ た 遅 延 時
間 を 与 え た Ｎ 個 の 信 号 を 発 生 し て 送 信 部 ３ ４ に 出 力 さ れ る 。 前 記 送 信 部 ３ ４ で は 送 信 遅 延
回 路 ３ ３ か ら 入 力 さ れ た 信 号 を 、 超 音 波 振 動 子 か ら 音 波 を 送 波 す る の に 必 要 な 振 幅 に 通 常
数 十 ボ ル ト の パ ル ス 波 形 に 増 幅 し た 送 信 用 の 電 気 信 号 と し て 超 音 波 振 動 子 ３ ５ に 出 力 さ れ
る 。 前 記 超 音 波 振 動 子 ３ ５ で は 送 信 部 ３ ４ か ら 入 力 さ れ た 送 信 用 の 電 気 信 号 を 圧 電 振 動 子
で 超 音 波 に 変 換 し た パ ル ス 状 の 音 波 を 被 検 体 に 送 波 す る 。 前 記 被 検 体 内 部 の 音 響 イ ン ピ ー
ダ ン ス の 異 な る 境 界 面 か ら 反 射 さ れ る 音 波 を 前 記 超 音 波 振 動 子 ３ ５ で 受 波 し 電 気 信 号 に 変
換 し て 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ ３ ６ に 出 力 さ れ る 。 前 記 超 音 波 振 動 子 ３ ５
で 変 換 さ れ た 電 気 信 号 に は 送 信 信 号 に よ り 送 ら れ た 基 本 波 成 分 と 被 検 体 内 部 で 新 た に 発 生
す る ハ ー モ ニ ッ ク 成 分 が 含 ま れ て い る 。 前 記 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ ３ ６
の 並 列 共 振 回 路 部 は 並 列 イ ン ダ ク タ を 選 択 し て 、 所 定 の 周 波 数 に お け る 信 号 の 損 失 を 軽 減
す る 受 信 チ ュ ー ニ ン グ 回 路 と し て 機 能 し 、 ま た 、 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ
３ ６ の 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ 部 は 、 送 信 周 波 数 の ２ 倍 の 周 波 数 の ハ ー モ ニ ッ ク 成 分 を 使
っ て 、 超 音 波 診 断 画 像 を 生 成 す る ハ ー モ ニ ッ ク イ メ ー ジ ン グ 技 術 に お い て 、 不 要 な 基 本 波
成 分 （ 送 信 周 波 数 の １ 倍 ） を 低 減 す る フ ィ ル タ 回 路 で あ る 。 前 記 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波 成
分 低 減 フ ィ ル タ ３ ６ で は 、 並 列 共 振 回 路 部 の イ ン ダ ク タ を 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ 部 と 共
通 化 し て い る 。 前 記 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ ３ ６ で 基 本 波 成 分 を 削 除 さ れ
た 信 号 は 前 置 増 幅 器 ３ ７ に 出 力 さ れ る 。 前 記 前 置 増 幅 器 ３ ７ で は 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波 成
分 低 減 フ ィ ル タ ３ ６ か ら 入 力 さ れ た 信 号 を 後 段 の Ａ Ｄ Ｃ （ ア ナ ロ グ ・ デ ジ タ ル 変 換 ） ・ 遅
延 回 路 の 入 力 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ に 合 う レ ベ ル に 増 幅 し て Ａ Ｄ Ｃ ・ 遅 延 回 路 ３ ８ に 出 力 さ
れ る 。 前 記 Ａ Ｄ Ｃ ・ 遅 延 回 路 ３ ８ で は 前 置 増 幅 器 ３ ７ か ら 入 力 さ れ た ア ナ ロ グ 信 号 を デ ジ
タ ル 信 号 に 変 換 し 各 入 力 信 号 に 遅 延 時 間 を 与 え て 加 算 器 ３ ９ に 出 力 さ れ る 。 前 記 加 算 器 ３
９ で は Ａ Ｄ Ｃ ・ 遅 延 回 路 ３ ８ か ら 入 力 さ れ た そ れ ぞ れ 遅 延 時 間 を 与 え た 信 号 を 加 算 し て 信
号 処 理 部 ４ ０ に 出 力 さ れ る 。 前 記 信 号 処 理 部 ４ ０ で は 加 算 器 ３ ９ か ら 入 力 さ れ た 信 号 か ら
基 本 波 成 分 を デ ジ タ ル フ ィ ル タ で 減 衰 さ せ て ハ ー モ ニ ッ ク 信 号 を 取 り 出 し モ ニ タ 部 ４ １ に
出 力 さ れ る 。 前 記 モ ニ タ 部 ４ １ で は 信 号 処 理 部 ４ ０ か ら 入 力 さ れ た ハ ー モ ニ ッ ク 信 号 に よ
り 超 音 波 断 層 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 前 記 送 信 遅 延 回 路 ３ ３ 、 送 信 部 ３ ４ 、 超 音 波 振 動 子 ３ ５ 、 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波
成 分 低 減 フ ィ ル タ ３ ６ 、 前 置 増 幅 器 ３ ７ 及 び Ａ Ｄ Ｃ ・ 遅 延 回 路 ３ ８ は 超 音 波 プ ロ ー ブ と し
て 構 成 さ れ る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ は ス ペ ー ス の 制 約 、 発 熱 の 制 約 が あ る た め 、 な る べ く 簡 素
な 構 造 と す る こ と が 一 般 的 で あ る 。 こ の 構 成 の う ち 、 一 般 的 な 超 音 波 プ ロ ー ブ を 構 成 す る
の は 超 音 波 振 動 子 ３ ５ く ら い で あ り 、 そ の 他 の 構 成 は プ ロ ー ブ に 入 っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ の 一 例
を 示 す 回 路 図 で あ る 。 す な わ ち 、 受 信 信 号 伝 送 線 路 ５ １ に は 第 １ の イ ン ダ ク タ Ｌ ４ の 一 端
が 接 続 さ れ 、 第 １ の イ ン ダ ク タ Ｌ ４ の 他 端 は 接 地 さ れ る 。 ま た 、 前 記 受 信 信 号 伝 送 線 路 ５
１ に は 第 ２ の イ ン ダ ク タ Ｌ ５ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 第 ２ の イ ン ダ ク タ Ｌ ５ の 他 端 は 第 １ の ス
イ ッ チ ５ ２ を 介 し て 接 地 さ れ る 。 さ ら に 、 前 記 受 信 信 号 伝 送 線 路 ５ １ に は 第 ３ の イ ン ダ ク
タ Ｌ ６ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 第 ３ の イ ン ダ ク タ Ｌ ６ の 他 端 は 、 第 ２ の ス イ ッ チ ５ ３ を 介 し て
接 地 さ れ る と 共 に 、 第 ３ の ス イ ッ チ ５ ４ 及 び 第 ４ の ス イ ッ チ ５ ５ の そ れ ぞ れ 一 端 に 接 続 さ
れ る 。 第 ３ の ス イ ッ チ ５ ４ の 他 端 は 第 １ の コ ン デ ン サ Ｃ ５ を 介 し て 接 地 さ れ 、 第 ４ の ス イ
ッ チ ５ ５ の 他 端 は 第 ２ の コ ン デ ン サ Ｃ ６ を 介 し て 接 地 さ れ る 。 し か し て 、 受 信 信 号 伝 送 線
路 ５ １ の ケ ー ブ ル 容 量 Ｃ ３ お よ び パ タ ー ン 容 量 Ｃ ４ 等 の 容 量 成 分 値 に 合 っ た 補 償 を す る よ
う に 並 列 チ ュ ー ニ ン グ 回 路 の 第 １ の ス イ ッ チ ５ ２ お よ び 第 ２ の ス イ ッ チ ５ ３ を 選 択 的 に 切
換 え て 並 列 イ ン ダ ク タ を 選 択 し て 、 受 信 信 号 の 損 失 を 軽 減 し て い る 。 ま た 、 ス イ ッ チ ５ ３
を Ｏ Ｆ Ｆ し て 第 ３ の ス イ ッ チ ５ ４ 及 び 第 ４ の ス イ ッ チ ５ ５ を 選 択 的 に 切 換 え る こ と よ り 、
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並 列 チ ュ ー ニ ン グ 回 路 の 第 ３ の イ ン ダ ク タ Ｌ ６ と 直 列 に 第 １ の コ ン デ ン サ Ｃ ５ 及 び 第 ２ の
コ ン デ ン サ Ｃ ６ を 選 択 し て 接 続 す る こ と に よ り 、 ノ ッ チ フ ィ ル タ を 形 成 し 、 こ の ノ ッ チ フ
ィ ル タ に よ り 、 ハ ー モ ニ ッ ク イ メ ー ジ ン グ 時 の 基 本 波 成 分 を 削 除 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 イ ン ダ ク タ に 接 続 す る コ ン デ ン サ を １ つ ま た は 複 数 選 択 す る こ と に よ り 、 使 用 す る 送 信
周 波 数 な ど に よ り 異 な っ て く る フ ィ ル タ 特 性 の 多 様 性 に 対 応 で き る 。 例 え ば 、 コ ン デ ン サ
の 値 を 大 き く す る と 、 ノ ッ チ フ ィ ル タ の 共 振 周 波 数 は 低 く な り 、 必 要 な 帯 域 よ り さ ら に 低
く す れ ば 、 ハ イ パ ス フ ィ ル タ と し て 機 能 す る 。 ス イ ッ チ は バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ ス イ ッ
チ が 寄 生 容 量 が 小 さ く 適 し て い る 。 こ の 他 に 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ や マ ル チ プ レ ク サ を 用 い
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ （ ｂ ） は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ の 他 の
例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 す な わ ち 、 受 信 信 号 伝 送 線 路 ６ １ に は 第 １ の イ ン ダ ク タ Ｌ ７ の 一
端 が 接 続 さ れ 、 第 １ の イ ン ダ ク タ Ｌ ７ の 他 端 は 接 地 さ れ る 。 ま た 、 前 記 受 信 信 号 伝 送 線 路
６ １ に は 第 ２ の イ ン ダ ク タ Ｌ ８ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 第 ２ の イ ン ダ ク タ Ｌ ８ の 他 端 は 第 １ の
ス イ ッ チ ６ ２ を 介 し て 接 地 さ れ る と 共 に 第 ２ の ス イ ッ チ ６ ３ の 一 端 に 接 続 さ れ る 。 さ ら に
、 前 記 受 信 信 号 伝 送 線 路 ６ １ に は 第 ３ の イ ン ダ ク タ Ｌ ９ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 第 ３ の イ ン ダ
ク タ Ｌ ９ の 他 端 は 第 ３ の ス イ ッ チ ６ ４ の 一 端 に 接 続 さ れ る と 共 に 第 ４ の ス イ ッ チ ６ ５ を 介
し て 接 地 さ れ る 。 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ ６ ３ の 他 端 及 び 第 ３ の ス イ ッ チ ６ ４ の 他 端 は 共 通 に
し て コ ン デ ン サ Ｃ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 コ ン デ ン サ Ｃ の 他 端 は 接 地 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か し て 、 受 信 信 号 伝 送 線 路 ６ １ の ケ ー ブ ル 容 量 Ｃ ７ お よ び パ タ ー ン 容 量 Ｃ ８ 等 の 容 量
成 分 値 に 合 っ た 補 償 を す る よ う に 並 列 チ ュ ー ニ ン グ 回 路 の 第 １ の ス イ ッ チ ６ ２ 及 び 第 ４ の
ス イ ッ チ ６ ５ を 選 択 的 に 切 換 え て 第 ２ の イ ン ダ ク タ Ｌ ８ 及 び 第 ３ の イ ン ダ ク タ Ｌ ９ を 選 択
し て 接 地 す る こ と に よ り 、 受 信 信 号 の 損 失 を 軽 減 し て い る 。 ま た 、 ス イ ッ チ ６ ２ と は 排 他
的 に 第 ２ の ス イ ッ チ ６ ３ を 、 及 び ス イ ッ チ ６ ５ と は 排 他 的 に 第 ３ の ス イ ッ チ ６ ４ を 選 択 的
に 切 換 え る こ と よ り 、 コ ン デ ン サ Ｃ と 直 列 に 第 ２ の イ ン ダ ク タ Ｌ ８ 及 び 第 ３ の イ ン ダ ク タ
Ｌ ９ を 選 択 し て 接 続 す る こ と に よ り 、 ノ ッ チ フ ィ ル タ を 形 成 し 、 こ の ノ ッ チ フ ィ ル タ に よ
り 、 ハ ー モ ニ ッ ク イ メ ー ジ ン グ 時 の 基 本 波 成 分 を 低 減 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 、 コ ン デ ン サ を 選 択 す る 代 わ り に イ ン ダ ク タ を 切 換 え て も 、 同 様 の 機 能 を 実
現 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 従 来 は 受 信 ア ン プ ２ 段 及 び ハ イ パ ス フ ィ ル タ ま た は ノ ッ チ フ ィ ル タ が 必
要 で あ っ た が 、 本 発 明 で は 初 段 の 受 信 ア ン プ の 前 に 基 本 波 成 分 を 低 減 す る 基 本 波 成 分 低 減
フ ィ ル タ を 構 成 す る た め 、 受 信 ア ン プ の 飽 和 の 制 約 が 軽 減 さ れ １ 段 の 受 信 ア ン プ で 必 要 な
信 号 振 幅 ま で 増 幅 す る こ と が 可 能 に な る 。 そ れ に よ り 、 次 段 の 受 信 ア ン プ は 不 要 に な る 。
ま た 、 従 来 の ハ イ パ ス フ ィ ル タ も 、 並 列 チ ュ ー ニ ン グ 回 路 に コ ン デ ン サ の 選 択 回 路 を 追 加
し た こ と で 不 要 に な る 。 し た が っ て 、 ハ ー モ ニ ッ ク イ メ ー ジ ン グ に 対 応 し た 超 音 波 診 断 装
置 が 、 安 価 で 小 規 模 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 例 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 例 に 開
示 さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、
実 施 形 態 例 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 更 に 、 異 な る
実 施 形 態 例 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 せ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ を 示 す 回 路 図
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で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 受 信 回 路 を 示 す 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
３ １ … 基 準 ク ロ ッ ク 発 生 器 、 ３ ２ … シ ス テ ム 制 御 部 、 ３ ３ … 送 信 遅 延 回 路 、 ３ ４ … 送 信 部
、 ３ ５ … 超 音 波 振 動 子 、 ３ ６ … 並 列 共 振 回 路 ・ 基 本 波 成 分 低 減 フ ィ ル タ 、 ３ ７ … 前 置 増 幅
器 、 ３ ８ … Ａ Ｄ Ｃ ・ 遅 延 回 路 、 ３ ９ … 加 算 器 、 ４ ０ … 信 号 処 理 部 、 ４ １ … モ ニ タ 部 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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摘要(译)

要解决的问题：为了以便宜且小型的电路配置来实现本发明的主题，其
中减小了接收放大器的饱和度的限制，单级放大器可以放大所需的信号
幅度，因此不需要高通滤波器。 本发明的目的是提供一种可以使用的超
声波诊断装置。 根据本发明，超声换能器将基波频带中的声波发送给对
象，超声换能器接收在对象中产生的谐波信号，并且从电感器接收所接
收的谐波信号。 在通过并联谐振电路通过放大器放大来显示超声波断层
图像的超声波诊断装置中，在并联谐振电路的电感器的一部分上连接有
电容器，以形成基本成分减少滤波器。 它的特点是。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/0dcfc208-a5e2-4955-a3d9-2c3da2f430cc
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036029074/publication/JP2006051239A?q=JP2006051239A

